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Transport infrastructure is advanced, the more people who commute from the suburbs to the city office in 
central Tokyo. People are living by different living space and work space in general today. However, the factory 
area is formed in the town, Ota-ku, Tokyo, living called "industrial living hell" where-rooted. Industry in itself 
that the decline of small factories, taking advantage of the benefits of home and workplace are close to each 
other, the architecture proposed in the inheritance of the "way of living". 
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１.はじめに  
 交通インフラが進み、東京都心のオフィス街には郊
外から通勤する人が多くなった。現代において一般的
に人々は、就労空間と居住空間とを使い分けて生活を
している。しかし、東京都大田区には町工場地帯が形
成され、そこでは「住工一体」という暮らしが根づい
ている。町工場という産業自体が衰退する中で、職場
と住まいが近接していることのメリットを活かし、建
築によって「暮らし方」の継承を試みる。 
 
２.計画背景  
（１）大田区の現状 
 大田区は、従業員数 1~9 人で全工場の約 80％を占
めている。大田区の工場のほとんどが従業員の少ない、
小さな工場である。不況などのあおりを受けピーク時
に 9000 あった工場数が、半分近くの 4000 に減少して
おり大田区の町工場は衰退の一途を辿っている。 
（２）大田区の町工場と住まいの特徴 
 大田区の町工場の特徴として、専門特化した技術を
有する職人同士が連携をとり、「仲間まわし」と呼ば
れる企業間ネットワークが形成されている。また、工
業団地や工場アパート貸工場等の施設を確保して、産
業支援をすると同時に街づくりの基本プランにおい
ても住工調和推進地域を指定し産業振興をしている。
大田区には、工業集積のモデル施設として、「テクノ
WING」が建設され、大規模な住工一体型施設が存在し
ている。 
 
 
       
    図１ 住工一体型施設「テクノ WING」 
 
３.計画  
（１）敷地分析 大田区大森西４丁目 
 敷地は、大田区内でも再開発が遅れている大森西４
丁目の公園に設定する。町工場の減少のため小さな工
場が点在している。仲間まわしができず、非効率な状
況が生まれている。 
 
       図２ 町工場の分布 
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＜計画地概要 大田区大森西４丁目＞ 
用途地域：準工業地域 
容積率:300％ 
建蔽率：60％ 
高度地区：第３種高度地区 
（２）町工場が抱える課題  
 専門特化した企業の集まる大田区の工業地帯では、
空間利用において次のようなひずみや課題が生じて
いる。従来の工場空間を改善する必要がある。 
＜大田区工場の抱える課題点＞ 
・劣悪な工場環境と操業環境（工場面積不足・非効率   
 な搬出入） 
・町工場が点在していることによる非効率な状況 
・工場跡地の住宅化による新規居住者と工場との間の 
 不調和 
（３）計画の目的 
 大田区工場における少ない操業面積を補い、町工場
の老朽化を改善させる。職住近接の形態を再考し、大
田区に産業振興を目的とした町工場における職住近
接の集合体を提案する。 
＜大田区工場を集合させるメリット＞ 
・宿泊機能をもたせることで、工場経営の存続と後継 
 者育成を促す。 
・工場単体ではなく、共同で作業することで非効率な 
 状況を改善させる。 
・会議室（集会場）をもたせることで、新規居住者と   
 町工場の住人の調和を促す。 
 
４.設計  
（１）町工場の集め方  
 町工場をそのままくっつけたような集合体をつく
る。さらに、それぞれの居住空間や工場空間がお互い
に押し合って貫入し合うことで、住まいと工場の関係
性を密に保ちながらひとつながりの空間をつくる。 
          
  
     図３ 町工場の集め方 
 ひとつながりの空間は単一の町工場では持ち得な
かった居住空間の延長「庭先」のような空間であり、
住まう場所の風景が広がる。 
 
（２）配置計画 
 工場地帯は、地域の緑地空間不足に対して、工場中
心に固めてその周辺の緑地を地域へと開放している。
提案として、中心に固められた工場を解体して、緑地
を取り込むようにする。従来のネットワーク（仲間ま
わし）で結ぶ。敷地の中心に共同作業場や住居同士の
人々が利用できる施設（会議室や集会場）を配置する
ことで、周辺住民に対しても開いていく。 
   
      図４ 配置計画 
 
（３）プラン構成 
①１F は、中心に共同作業場と周りに工場空間を配置
している。共同作業場は、周辺住民の居住者も利用す
ることができる。 
②２F は、中心に会議室（集会場）と周りに工場空間
と住まいが貫入している空間が広がる。貫入している
部分は、回遊性のある歩行空間にもなっている。 
③３F は、中心に宿泊部屋と周りに工場所有者の住ま
いを配置している。 
 
     
       図５ 内観パース 
 工場空間における吹抜けや開口は、作業をするのに
狭さを感じさせない空間になっている。 
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      図６ 外観パース 
 
５.おわりに  
 本設計では、町工場という衰退する産業を背景とし
て、工場空間と住まいを中心とした施設の提案を行っ
た。今回は、大田区の「住工一体」という地域特性を
もとに建築を構成することで、職住近接を再考するこ
とができると考えた。今後、日本においてますます人
口が減少していく中で、職住近接の施設というものが、
地域の人々と交流を促し、敷地で起こる活動を身近に
感じながら日常生活する場が増えていくことを期待
する。 
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